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（お知らせ）

令 和 ２ 年 ６ 月 ２ ３ 日 

京 都 市 上 下 水 道 局

担当 総 務 部 総 務 課

電話 ６７２－３１３３ 

京都市上下水道局南部拠点整備事業（新庁舎）の基本設計について 

この度，本市では，京都市上下水道局南部拠点整備事業において，令和４年度に  

竣工予定の新庁舎（市内南部エリアの事業・防災拠点）の基本設計が完了しましたの

で，下記のとおりお知らせします。 

記 

１ 施設概要 

 ⑴ 整備用地 

・ 住 所 京都市南区上鳥羽鉾立町１１番地３（元資器材・防災センター） 

・ 敷地面積 ８，５００㎡ 

⑵ 建物 

・ 構 造 鉄骨造 

・ 階 数 地上８階 

・ 建築面積 約 ５，１００㎡ 

・ 延床面積 約３３，０００㎡ 

上下水道局部分 約１７，０００㎡ 

立体駐車場部分 約 ５，５００㎡ 

テナント部分  約 ８，５００㎡ 

全館共用部分  約 ２，０００㎡ 

・ 最高高さ ３５．５ｍ 

・ 駐 車 場 １６台（来庁者用） 

⑶ 各階配置 

１階 総合受付，広報・展示スペース，収納業務窓口，守衛室， 

来庁者用駐車場，駐輪場，資器材倉庫 等 

２階 総務部，水道部水道管路管理センター，公用車用駐車場 等 

３階 下水道部，公用車用駐車場 等 

４階 水道部，会議室（災害対策本部），防災物品保管庫 等 

５階 総務部，経営戦略室，技術監理室，書庫 等 

６～７階 テナント 

８階 電気室，太陽光発電設備，屋上緑化 等 
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２ 基本設計の特徴 

平成３０年９月に策定した「京都市上下水道局南部拠点整備事業基本計画」の 

基本方針を踏まえ，主に次の特徴を有する設計とした。 

⑴ 基本方針１「効果的・効率的な事業運営，サービスの向上を推進する庁舎」 

・  上下水道局本庁舎を含めた南部エリアを所管する水道・下水道の事業所を集

約する。 

・  来庁者の訪問頻度が高い部署を低層階に配置し，アクセス性を考慮した配置

とする。 

・  敷地北側には一般開放されたエリアを設け，ミストや水場を設置する。 

・  １階に広報・展示スペースを設け，来庁者の待合スペースとしても活用する。 

⑵ 基本方針２「災害から，まちとくらしを守る庁舎」 

・  建物の構造躯体は，大地震の際に，人命の安全確保に加えて，事業継続が可

能な耐震性能を確保する。 

・  ライフラインの断絶に備え，自家用発電機の設置や高圧２回線受電等の電力

確保，上水や雑用水（雨水利用含む）の確保，緊急排水槽の設置等を行う。 

・ 浸水害対策として，電気室や受水槽等の基幹設備を２階以上に配置する。 

・  応急給水等ができる活動スペースを敷地南側に設け，地下に耐震貯水槽を設

置する。 

⑶ 基本方針３「環境に配慮した，全ての人にやさしい庁舎」 

・ 太陽光発電の設置，自然通風・自然換気・自然採光，みやこ杣木の採用等に

よる自然エネルギーを活用する。 

・ 雨水流出抑制槽や雨水浸透ますの設置，透水性舗装を採用し，下水道への負

担を軽減する。 

・ ＬＥＤや人感センサー等の省エネ技術を積極的に導入する。 

・ ＣＡＳＢＥＥ（※１）のＳランクや，ＺｅｂＯｒｉｅｎｔｅｄ（※２）を実現。 

・ 各階に多目的トイレを設置し，サインにはユニバーサルカラーを採用する等，

バリアフリー，ユニバーサルデザインに配慮する。 

※１ CASBEE（建築環境総合性能評価システム）とは，建築物を環境性能で評価し，格付けする手法 

※２ ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビルの略称）とは，快適な室内環境を実現しながら，建物で消費する年間の

一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物 

⑷ 基本方針４「上下水道事業の継続を可能にする経営基盤を支える庁舎」 

・ 事業期間中，上下水道局が使用する部分以外を民間企業に貸し付けることに

より，資産の有効活用を図る。 

・ エレベーターや階段，設備スペースを集約することで，維持管理しやすい計

画とし，ライフサイクルコストの縮減を図る。 
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３ 今後の予定 

令和 ２年 ６月～ 実施設計 

７月～ 既存施設解体撤去工事 

令和 ３年 ３月  建設工事に着手 

令和 ４年 ４月  竣工 

５月  移転及び供用開始 

以降  現本庁舎の解体撤去工事 

令和２１年 ３月  事業期間終了 

（参考１）整備用地周辺地図 
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（参考２）外観パース図 

■北東側から建物を見る 

■西側から一般開放エリアを見る 


